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世
代
に
残
し
た
い
自
然

守
る
活
動
が
生
き
が
い
に
！

稲
荷
緑
地
の
会

　
稲
荷
緑
地
は
羽
村
第
一
中
学
校
か
ら
羽
村
東
小
学
校
ま
で
の
斜
面
で
、
青
梅
か

ら
調
布
に
連
な
る
多
摩
川
河
岸
段
丘
の
一
部
。
貴
重
な
緑
と
し
て
市
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
手
で
整
備
・
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通

じ
て
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る

方
が
大
勢
い
ま
す
。
議
会
と
し
て
、

そ
の
よ
う
な
方
々
の
活
動
を
知
り
、

ま
た
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
ご
紹
介
し

な
が
ら
、
議
会
の
役
割
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
経
済

委
員
会
が
担
当
し
ま
し
た
。

　

10
年
ほ
ど
前
、

国
際
電
気
の
地

元
貢
献
と
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
し
て
以
来
、

退
職
後
も
続
け
て
い
ま
す
。
技
術
屋
だ

っ
た
の
で
伐
採
な
ど
初
め
て
の
体
験
。

慣
れ
た
今
は
瑞
穂
町
の
自
宅
周
辺
の
美

化
に
役
立
て
て
い
る
。
作
業
翌
日
は
体

中
痛
み
ま
す
が
、
緑
地
へ
の
愛
着
は
強

い
の
で
続
け
て
い
ま
す
。

　

都
の
鳥
獣
保

護
管
理
委
員
も

務
め
て
お
り
、

「
は
む
ら
の
野

鳥
ガ
イ
ド
」
図

鑑
制
作
に
参
加
し
ま
し
た
。
稲
荷
緑
地

に
は
市
の
鳥
で
あ
る
ア
オ
バ
ズ
ク
を
は

じ
め
、
45
種
の
野
鳥
が
確
認
で
き
ま
し

た
。
巣
箱
も
10
か
所
に
設
置
し
、
ア
ラ

崖
線
の
緑
地
は
、
貴
重
な
景
観

　

稲
荷
緑
地
は
、

多
摩
川
沿
い
に

残
る
崖
線
の
宅

地
開
発
を
防
ぎ
、

緑
地
保
全
の
目

的
で
東
京
都
が
取
得
し
て
い
ま
す
。
羽

村
市
が
許
可
を
得
て
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
手
で
樹
木
の
伐
採
や
、
下
草
刈
り

な
ど
を
始
め
た
も
の
で
「
稲
荷
緑
地
の

会
」
が
発
足
し
て
12
年
に
な
り
ま
す
。

以
前
は
昼
で
も
薄
暗
く
、
ご
み
捨
て
場

の
よ
う
で
し
た
。

イ
グ
マ
や
ハ
ク
ビ
シ
ン
の
動
態
調
査
で

東
京
都
が
無
人
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

古
代
か
ら
の

多
摩
川
が
、
水

木
公
園
の
五
ノ

神
崖
線
、
市
役

所
付
近
の
小
作

崖
線
、
こ
の
羽
村
崖
線
と
削
り
取
っ
て

き
た
。
環
境
関
係
の
審
議
会
に
も
関
わ

り
、
自
然
に
触
れ
ら
れ
る
貴
重
な
景
観

を
守
り
た
く
て
、
整
備
を
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
事
業
に

関
心
を
持
ち
、

「
環
境
ま
ち
づ

く
り
の
会
・
自

目
に
見
え
る
成
果
が
楽
し
い

吉
澤　
毎
月
第
２
金
・
土
曜
日
、
午
前

９
時
か
ら
正
午
の
作
業
。
会
員
は
14
人
。

春
は
植
樹
、
夏
は
下
草
刈
り
、
秋
は
落

ち
葉
の
清
掃
な
ど
四
季
の
変
化
を
実
感

で
き
ま
す
。

住
吉　
こ
の
会
に
プ
ロ
は
い
な
く
て
、

見
よ
う
見
ま
ね
。
太
さ
20
㎝
く
ら
い
の

木
な
ら
切
り
倒
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
付
近
は
縄
文
遺
跡
が
あ
り
、
土
器

の
か
け
ら
を
見
つ
け
る
こ
と
も
あ
る
。

卯
西　
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、

崖
線
の
保
全
を
展
示
。
育
て
た
シ
ロ
ヤ

マ
ブ
キ
の
苗
を
配
っ
て
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し

ま
し
た
。
野
鳥
に
も
興
味
を
持
っ
て
い

た
だ
け
た
。

自
然
か
ら
学
べ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

若
者
参
加
に
期
待

大
崎　
課
題
は
、
市
全
体
の
緑
の
面
積

が
宅
地
開
発
な
ど
で
年
々
減
少
し
て
い

る
こ
と
。
稲
荷
緑
地
に
「
春
秋
の
七
草

エ
リ
ア
が
あ
れ
ば
女
性
の
参
加
も
増
え

る
」
と
市
民
提
案
型
事
業
で
応
募
し
ま

し
た
が
「
土
の
掘
り
返
し
、
工
作
物
は

禁
止
」
と
採
択
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

も
っ
と
自
由
に
で
き
な
い
も
の
か
な
。

杉
本　
年
間
15
万
円
の
東
京
都
の
交
付

然
部
会
」
で
こ
の
活
動
に
参
加
し
ま
し

た
。
住
ま
い
近
く
の
「
水
木
公
園
」
の

整
備
を
考
え
る
う
え
で
も
役
立
っ
て
い

ま
す
。

　
普
段
は
甘
い
も
の
な
ど
、
差
し
入
れ

担
当
で
す
。

　

羽
村
に
住
ん

で
40
年
。
鹿
児

島
の
自
然
育
ち

な
の
で
、
崖
線

の
緑
を
守
り
た

い
。
か
つ
て
の
水
場
「
弁
天
の
泉
」
が

残
る
が
、
枯
れ
て
い
て
、
稲
荷
緑
地
の

乾
燥
が
心
配
で
す
。

　
浸
透
ま
す
の
補
助
金
な
ど
も
っ
と
Ｐ

Ｒ
す
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

【表紙の写真】
稲荷緑地の会の皆さんと
ボランティアの方々

（令和元年９月 13 日撮影）

杉
本　
晋
吾
さ
ん
（
71
）

大
崎　
玄
さ
ん
（
76
）

小
嶋　
は
る
か
さ
ん
（
73
）

住
吉　
貞
文
さ
ん
（
77
）

吉
澤　
則
明
さ
ん
・
会
長
（
76
）

卯
西　
邦
雄
さ
ん
（
78
）

インタビューを終えて
風が爽やかに吹き抜け、遊歩道も
整備された稲荷緑地。以前は樹木・
雑草が生い茂り昼でも薄暗く、ご
み捨て場にもなっていた。整備活
動から 12 年。スタート時の仲間
たちが次世代に引き継ぐべく、新
たなボランティアに期待している。

*　*　*　*　*　*
お忙しいところご協力いただき、
ありがとうございました。

次

金
で
作
業
道
具
な
ど
を
揃
え
る
が
、
一

点
５
万
円
以
上
の
品
に
は
使
え
な
い
。

会
員
の
減
少
と
高
齢
化
が
課
題
で
す
。

吉
澤　
一
方
で
、
市
の
担
当
課
若
手
職

員
の
作
業
参
加
、
日
野
自
動
車
さ
ん
か

ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
も
あ
り
、
う

れ
し
い
。
も
っ
と
地
域
住
民
の
参
加
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
自
然
の
中
で
の
適

度
な
活
動
は
健
康
に
も
役
立
ち
、
目
に

見
え
る
地
域
貢
献
と
し
て
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
ま
す
。

小
嶋　
春
の
連
休
の
こ
ろ
は
シ
モ
ツ
ケ
、

ヤ
マ
ブ
キ
、
ウ
ツ
ギ
な
ど
が
咲
き
乱
れ
、

秋
の
紅
葉
も
見
事
。
駅
ま
で
の
近
道
な

の
で
、
三
角
階
段
を
歩
く
人
に
喜
ば
れ
、

近
く
の
保
育
園
児
も
キ
ャ
ッ
キ
ャ
と
遊

歩
道
を
散
歩
し
て
い
ま
す
。
次
世
代
に

残
し
た
い
自
然
で
す
ね
。

稲荷緑地の会

目　的　稲荷緑地の整備・保存
活　動　‌�剪定・下草刈り・植樹・
　　　　‌�木道設置・動植物の調査、

研修など
発　足　2007年（平成19年）
会　員　‌�14人（年間活動15回・参加

人数延べ107人）
予　算　�東京都「緑の募金公募事業」  

交付金（15万円以内）
連絡先　042－555－6658　吉澤

▲�多摩川崖線は自然の地形を残し、動植物に触れられる、
貴重な緑地

▲羽村駅に向かう生活道路として利用されている

▲間伐材を利用して
　遊歩道も整備

保育園児も楽しそうに歩く▶

▲�環境フェスティバルで活動を展
示、苗を配って PR
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平成30年度決算審査
平成30年度一般会計等決算審査特別委員会

依然として厳しい財政状況
行財政改革を着実に進め、安定的な財政運営を

　9月17日〜19日の３日間にわたり、平成30年度一般会計等
決算審査特別委員会を開催しました。（水野義裕委員長、濱
中俊男副委員長）
　市長から提出された前年度の一般会計、５つの特別会計、
水道事業会計の決算の認定に係る議案について、予算の執行
が適正かつ効果的・効率的に行われたかなどを審査しました。
　その結果、すべての会計の決算を認定すべきと決定しまし
た。最終日の本会議で審査結果を報告し、７つの会計すべて
を原案のとおり認定しました。特別委員会での審査の概要を
お知らせします。

一般会計歳入一般会計歳出

市税　45.5%
105億2385万円

国庫支出金
15.4%
35億5295万円

都支出金
14.8%　
34億2394万円

繰入金・繰越金・
諸収入など
10.0%　23億2354万円

地方譲与税などの交付金
7.0%　16億1040万円

市債 3.5%
8億750万円

使用料及び手数料
1.7%　4億643万円

地方交付税　1.2%
2億 6923万円 保育料などの負担金

0.9%　2億1331万円

一般会計歳入合計
231億3115万円

民生費　47.5%
107億4698万円

総務費
11.8%
26億8165万円

土木費
11.2%
25億4183万円

教育費
10.2%
23億494万円

衛生費
8.7%
19億7450万円

公債費　4.4%
9億8792万円

消防費
3.4%　7億7470万円

一般会計歳出合計
 226億4173万円

その他
（議会費、労働費、農林費、
商工費、諸支出金）
2.8%　6億2921万円

認
定

平成30年度決算を

【子ども・生涯学習関係】
　●�保育従事職員宿舎借り上げ
支援事業補助金交付事業の
実施

　●�中学校が「新たな3学期制」
へ移行

【福祉・健康関係】
　●�市内3か所全ての地域包括
支援センターを委託化

　●��「福祉作業所スマイル工房」
の施設整備の支援

【市民生活】
　●��被災者生活再建支援システ
ムの導入

【公共施設整備】
　●�富士見小学校のトイレ洋式
化工事

　●�羽村第一中学校防音機能復
旧（機器取替）工事の実施

【東京2020大会】
　●�キルギス共和国男子柔道ナ
ショナルチームの事前キャ
ンプを受け入れ

【市史編さん】
　●�「近世編」と「自然編」の刊行
【地方公会計】
　●�連結財務書類や施設別の財
務書類の作成

【産業振興】
　●��企業誘致奨励金制度の充実
　●��台風24号により被災した農
業用施設等の再建を支援

【環境・都市整備関係】
　●�動物公園のエントランス前
にシンボル看板を設置

【道路整備】
　●��羽村駅自由通路拡幅工事の
完了、東口階段改修工事に
着手

【行財政運営】
　●�行政のスリム化に向けた全
事務事業の点検・見直し

■平成30年度の主な施策 ■平成 30 年度会計別決算状況 （単位：万円）

区　分 予算現額 歳入決算額
（実際の収入）

収入率
（予算現額
に対する歳
入の割合）

歳出決算額
（実際の支出）

執行率
（予算現額に対す
る歳出の割合）

歳入歳出
差引額

一般会計 2,317,631 2,313,115 99.8％ 2,264,173 97.7％ 48,942

特
別
会
計

国民健康保険事業 631,574 631,426 100.0％ 615,697 97.5％ 15,729
後期高齢者医療 124,436 124,789 100.3％ 121,966 98.0％ 2,823
介護保険事業 369,250 360,516 97.6％ 352,817 95.5％ 7,699
羽村駅西口土地区画整理事業 125,581 121,526 96.8％ 113,404 90.3％ 8,122
下水道事業 124,035 124,140 100.1％ 120,463 97.1％ 3,677

水
道
事
業
会
計

収益的収入 113,343 112,730 99.5％   収益的収支
29,457収益的支出 85,173   83,273 97.8％

資本的収入 12,734 12,671 99.5％   資本的収支
△ 59,237資本的支出 72,639   71,908 99.0％

※水道事業会計については、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、損益勘定留保資金などで補てんしました。

　一般会計の歳出総額は、衛生費や
羽村第一中学校防音機能復旧工事費
などの教育費が増加した一方、総務
費や民生費、土木費などが減少した
ことにより、前年度に比べて2億
4772万円（1.1％）の減額となり
ました。

■�平成30年度一般会計歳出の概要
　前年度比は1.1％の減

　一般会計の歳入総額は、前年度
に比べて2億9225万円（1.2%）
の減額となりました。
　主な財源である市税は、105億
2385万円で、個人所得の増加や大
手企業の好調な業績により、前年
度と比べ２億7142万円の増額。歳
入全体に占める市税の割合は45.5
％で、前年度より1.7ポイント増加
しました。

■�平成30年度一般会計歳入の概要
　前年度比は1.2％の減
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■
一
般
会
計
歳
出

こ
ど
も乳

幼
児
全
戸
訪
問
は
、
訪
問
率
が

５
％
下
が
っ
た
が
、
訪
問
で
き
な
か
っ

た
家
庭
へ
の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
は
ど

の
よ
う
に
図
っ
た
か
。

健
診
時
に
確
認
し
、
健
診
に
来
な

い
場
合
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
に
よ
り

状
況
把
握
し
て
い
る
。

し
ら
う
め
保
育
園
の
園
舎
建
替
え

で
、市
と
し
て
力
を
入
れ
た
こ
と
は
。

耐
震
等
、安
全
・
安
心
な
環
境
を
整

備
し
、定
員
数
を
見
直
し
、経
費
の
削
減

に
努
め
た
。

福
　
祉骨

髄
ド
ナ
ー
支
援
事
業
助
成
金
の
、

ド
ナ
ー
と
事
業
所
へ
の
支
給
額
は
。

ド
ナ
ー
提
供
者
は
１
日
２
万
円
、事

質
疑

■
一
般
会
計
歳
入

市
民
税
法
人
分
が
平
成
29
年
度
よ

り
２
億
９
７
５
３
万
１
６
０
０
円
増
加

し
た
要
因
は
。

市
内
の
大
手
企
業
の
業
績
が
堅
調

に
推
移
し
、
中
小
企
業
に
お
い
て
も
好

調
な
業
績
で
あ
っ
た
た
め
。

平
成
30
年
度
の
経
常
収
支
比
率
は

１
０
０
・
７
％
。
今
後
の
予
想
と
目
標

数
値
は
。

令
和
元
年
度
の
当
初
予
算
で
算
出

す
る
と
１
０
４
・
０
％
。
安
定
的
に

１
０
０
％
を
き
る
こ
と
を
目
指
す
。

業
所
は
１
日
１
万
円
を
、そ
れ
ぞ
れ
７
日

を
上
限
に
助
成
し
て
い
る
。

自
立
支
援
相
談
事
業
の
中
で
、ひ
き

こ
も
り
問
題
へ
と
つ
な
が
っ
た
ケ
ー
ス
は

あ
っ
た
か
。

他
の
相
談
を
受
け
て
い
る
中
で
ひ
き

こ
も
り
問
題
へ
の
対
応
が
必
要
に
な
っ
た

ケ
ー
ス
が
７
〜
８
件
あ
っ
た
。就
労
に
つ

な
が
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

消
費
生
活

消
費
生
活
相
談
の
件
数
が
大
幅
に

増
え
て
い
る
理
由
は
。

「
特
殊
詐
欺
」の
相
談
が
昨
年
夏
に

多
か
っ
た
た
め
。

リ
サ
イ
ク
ル
品
販
売
事
業
に
つ
い
て
、

日
常
的
に
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど
う
か
。

広
報
は
む
ら
９
月
１
日
号
で
Ｐ
Ｒ
し

た
。今
後
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
を
通

じ
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

土
日
開
庁
の
収
納
額
は
、
施
策
の

開
始
当
時
よ
り
半
減
し
、
取
り
扱
い
件

数
も
年
々
減
少
し
て
い
る
。
土
日
ど
ち

ら
か
１
日
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

土
日
に
窓
口
が
開
庁
し
て
い
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
直
接
相
談
で
き
る
こ
と

の
大
切
さ
も
あ
る
。
事
務
事
業
の
総
点

検
・
見
直
し
の
中
で
今
後
、
土
日
の
窓

口
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

市
町
村
土
木
費
補
助
金
の
約
１ 

億
２
７
５
０
万
円
は
ど
の
よ
う
な
事
業

に
充
て
る
た
め
に
獲
得
で
き
た
補
助
金
か
。

街
路
灯
を
新
設
す
る
際
の
設
置
費
、

道
路
の
補
修
工
事
や
舗
装
の
構
造
等
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
Ｆ
Ｗ
Ｄ
調
査
委
託
、
羽

村
駅
自
由
通
路
の
改
修
に
伴
う
補
助
金

で
あ
る
。

新しくなった動物公園のエントランス

福祉作業所スマイル工房

拡幅された羽村駅自由通路

LED 化した街路灯

委員の意見（一般会計）

安定的な財政運営の
早期確保を望む

　歳入は、好況な大手輸出企
業の牽引で市民税が2億7千 
万円の増加となった。
　歳出は、しらうめ保育園の
施設整備、羽村第一中学校の
防音機能復旧工事、認定農業
者制度の推進、羽村駅自由通
路の拡幅整備事業、動物公園
のリニューアル工事等が行わ
れ、市民福祉の向上が認めら
れる。安定的な財政運営を早
期に確保することを望み、賛
成する。

＜令和かがやき＞

今こそ、区画整理
事業を見直すべき

　学校と家庭の連携推進事業
の拡充、福祉作業所スマイル
工房の施設整備支援、街路灯
のＬＥＤ化など評価できる施
策の前進がある一方で、多く
の市民が反対する羽村駅西口
区画整理事業への支出がされ
ている。
　財政の厳しい状況が続く
中、今こそ羽村駅西口土地区
画整理事業のあり方を根本か
ら見直すべきである。

＜日本共産党＞

区画整理事業の予算、
期間、手法に無理がある

　富士見小学校のトイレ改修
やスマイル工房の施設整備な
ど、評価できる施策もある。
　しかし、羽村駅西口土地区
画整理事業に6億5347万5千
円が支出され、関係住民の合
意もなく、事業の予算、期
間、手法に無理があり、認定
できない。行財政改革の視点
から、土日開庁もどちらか１
日に集約すべきである。
� ＜市民ネットワーク＞

区画整理事業を最重要
施策とする市政の矛盾

　臨時財政対策債を除いた経
常収支比率は105.5％で全国
平均より高く、土地区画整理
事業を最重要施策とする市政
の矛盾である。
　人口増加を掲げた創生計画
の４年目でも人口が減少して
いる。子育て雑誌へ4千万円
かけて広告掲載したが効果は
不明。事業に対するＰＤＣＡ
サイクルの徹底を求める。

＜世論＞

財政の健全化に努め
市民福祉の向上を

　市税収入が大手企業の好調
な業績を背景に増加したもの
の、経常収支比率が３年連続
で100％を超え、依然厳しい
財政状況にある。その中で、
第五次長期総合計画の後期基
本計画に掲げた事業に積極的
に取り組んでいる。
　全事務事業の点検・見直し
をはじめとした行財政改革の
取組みを強力に実行し、財政
の健全化に努め、市民福祉の
向上に取り組んでいただきたい。
� ＜新政会＞

リサイクル品が並ぶリサイクルセンター

建替えられたしらうめ保育園

経常的収入の安定的
確保に取り組むべき

　厳しい財政運営で、臨時財
政対策債は5億5150万円と
大きな額を発行して執行し、
経常収支比率は、３年連続で
100％を超えている。
　行財政改革を着実に進め、
経常的収入の安定的確保に取
り組む必要がある。行政のス
リム化を進める中で、無駄を
省くのはもちろんであるが、
代替案もしっかり示し、市民
サービスへの影響は最小限に
留めることを望む。

＜公明党＞

反対反対反対 賛成賛成 賛成
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く
ら
し電

気
料
削
減
の
た
め
、
街
路
灯
を

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
切
り
替
え
を
進
め
て
き

た
が
、
平
成
30
年
度
の
効
果
額
は
。

平
成
29
年
度
か
ら
の
１
年
間
で

１
６
８
万
３
千
円
の
効
果
が
出
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
コ

ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書
等
の
交
付
件
数
と

一
通
あ
た
り
の
経
費
は
い
く
ら
か
。

交
付
件
数
は
８
８
３
件
で
、
１
通

あ
た
り
の
経
費
は
９
２
６
０
円
。

東
京
２
０
２
０
大
会
を
控
え
、
道

路
案
内
標
識
の
改
善
は
30
年
度
ど
う
進

ん
だ
か
。

全
箇
所
を
調
査
し
、
必
要
な
箇
所

を
抽
出
し
た
。
道
路
の
愛
称
名
板
は
、

シ
ー
ル
を
貼
る
変
更
作
業
を
行
っ
た
。

羽
村
市
自
転
車
等
に
関
す
る
施
策

検
討
委
員
会
で
は
ど
う
い
っ
た
こ
と
を

検
討
し
た
の
か
。

３
回
実
施
し
、
自
転
車
等
駐
車
場

の
有
料
化
に
向
け
て
諸
課
題
な
ど
の
検

討
を
し
て
い
る
。
な
る
べ
く
早
い
有
料

化
に
向
け
て
、
令
和
元
年
度
も
検
討
し

て
い
く
。

産
　
業ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携
事
業
で
、

「
出
張
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
や
合
同
就
職

面
接
会
、
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
で
就
業

に
つ
な
が
っ
た
人
数
は
。

就
業
者
を
把
握
で
き
る
５
つ
の
事

業
で
、合
計
４
人
が
就
業
に
つ
な
が
っ
た
。

教
　
育図

書
館
分
室
の
そ
れ
ぞ
れ
の
経
費
は
。

加
美
分
室
約
１
９
８
万
円
、
富
士

見
平
分
室
約
２
１
９
万
円
、
川
崎
分
室

約
２
３
０
万
円
、
小
作
台
分
室
約
３
９ 

８
万
円
で
あ
る
。

区
画
整
理
事
業
会
計

公
有
財
産
購
入
費
６
３
９
３
万 

９
千
円
が
不
用
額
と
な
っ
て
い
る
が
、

理
由
は
。

羽
村
駅
前
周
辺
の
用
地
を
購
入
予

定
で
あ
っ
た
が
、
２
月
ま
で
権
利
者
と

交
渉
し
た
が
、
不
調
に
終
わ
っ
た
た
め

不
用
額
と
な
っ
た
。

川
崎
１
丁
目
周
辺
の
高
低
差
は
ど

れ
く
ら
い
で
、
宅
盤
高
の
調
整
は
ど
の

よ
う
に
す
る
の
か
。

旧
青
梅
街
道
と
新
奥
多
摩
街
道
と

の
高
低
差
は
約
３
メ
ー
ト
ル
あ
る
。
権

利
者
の
意
向
に
沿
っ
て
宅
盤
造
成
し
、

隣
接
家
屋
は
話
し
合
っ
て
調
整
し
て
い
く
。

下
水
道
事
業
会
計

汚
水
管
と
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
更
新
の

進
捗
率
は
。

汚
水
管
の
内
面
補
修
工
事
は
、

６
３
２
か
所
、
２
５
３
メ
ー
ト
ル
を
実

施
し
、
約
40
％
完
了
し
た
。
マ
ン
ホ
ー

ル
蓋
は
Ｊ
Ｒ
青
梅
線
以
西
地
区
内
に
つ

い
て
１
０
０
か
所
交
換
し
、
約
半
分
完

了
し
て
い
る
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

基
本
方
針
で
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド

の
醸
成
を
掲
げ
て
い
た
が
、
強
い
意
志

を
持
っ
て
市
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
た

だ
け
る
方
を
確
保
で
き
た
か
。

市
民
記
者
や
は
む
ら
家
族
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
な
ど
の
事
業
を
展
開
し
、
関
わ

っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
増
や
す
こ
と
で

醸
成
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
地
域

ブ
ラ
ン
ド
調
査
の
２
０
１
８
年
度
の
羽

村
市
の
結
果
は
。

認
知
度
は
、
全
国
６
９
４
位
、
都

内
50
自
治
体
中
49
位
。
魅
力
度
は
全
国

９
６
４
位
、
都
内
50
位
。

教
職
員
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の

受
診
率
低
下
と
結
果
の
集
団
分
析
の
活

用
を
ど
う
考
え
る
か
。

各
学
校
か
ら
受
診
を
促
し
て
い
く
。

集
計
結
果
の
学
校
現
場
で
の
活
用
を
今

後
検
討
し
て
い
く
。

■
特
別
会
計
歳
入
・
歳
出

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
利
用
率
は

72
・
１
％
だ
が
、
平
成
30
年
度
の
効
果

額
と
今
後
の
見
込
み
は
。

効
果
額
は
約
２
０
０
万
円
。
80
％

の
達
成
を
目
指
し
て
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

委
員
の
意
見（
国
民
健
康
保
険
事
業
）

委
員
の
意
見（
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
）

本格的なハード整備で
安全性が確保された

　本格的なハード整備が始ま
り、一部の権利者の方は、換
地先での新たな生活が始まっ
ている。しらうめ保育園の新
園舎が完成し、園児の送迎時
の安全性が確保された。羽村
駅西口駅周辺の駐輪場から駅
舎までの歩道などは、非常に
危険な状態のままであるた
め、工事中の箇所は一日も早
く完成すべきと考え、本決算
の認定に賛成する。

＜新政会＞

西口土地区画整理事業は
即刻見直すべき

　広い道路を造るため、1000
戸を取り壊す西口土地区画整
理事業は、必要性、実現性、
住民合意のいずれもが欠けて
おり、即刻見直すべきである。
工事の騒音や震動、移転の負
担から市外に移転する人も出
ている。東京地方裁判所の違
法・取り消し判決を受けた事
業計画であり、本決算の認定
に反対する。

＜世論＞

保険税の負担を
可能な額にすべき

　平成 30 年度当初予算の審
査時に、すべての課税基礎が
上げられ、所得に対して保険
税が高額になっているため反
対した。行政の重要な役割は、
保険税を負担が可能な額に
し、安心して医療を受けられ
るようにすることである。
　保険税の値上げを行い、市
民に一層の負担を増やしたた
め、本決算の認定には反対。

＜日本共産党＞

川崎一丁目周辺の区画道路工事

変更した道路愛称名板

　
一
般
会
計
は
６
つ
の
意
見
、
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
は
１
つ
の
意
見
、
西

口
土
地
区
画
整
理
事
業
会
計
は
２
つ
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
会
計
に
つ
い
て
は
、
賛
成
・
反
対
の
意
見
は
な
く
全
会
一
致
で
認

定
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

反対 反対賛成

※�内容は要約しています。詳細は会議録でご覧い
ただけます。会議録は議会終了後２か月程度で
できあがります。

　�インターネットで会議録をご覧になる場合は、
　�「羽村市議会」→「会議録の検察と閲覧」→
　「平成 30 年度一般会計等決算審査特別委員会」




